





本 研究は富山 大 学日本海経済 研究所 の援助を受けた も の で あ る O ま た， 内容や統計手法について
は本 学部菊田健作助教授か ら 数 々 の御指導を得， 更に57 年度小生ゼミナ ー ル諸氏は資料の 収集 ・ 整
理に関 し多大な 労を提供 し て も ら っ た。 こ こ に 感謝の意を表す る も の で あ る
1 . 地域別金融構造の意味
金融構造 と い う 言葉は一般に よ く 用い ら れ て い る が， 必ず し も そ の 定義が 明確に確立 し て い る わ
(注2)
けではない。 こ こ では一応広義に解 し て ， 構造的観点か ら みた金融 の 性格を意味す る も の と し よ う 。
(注 2 ) 日本銀行 の鈴木淑夫氏は， わ が 国 の マ ネ ー フ ロ ー の 特徴か ら 金融構造 の 特色 と し て ， 0)
オー バー ロ ー ン， @オ ー バ ー ボ ロ ウ イ ング， の資金偏在， @間接金融 の優位の 4 つを挙げて い る が，
こ の よ う な理解は上述の観点 よ り も 狭義の も の と 解す る こ と が で き ょ う 。 (鈴木淑夫 「現代日 本 金
融論」東 洋経済新報社昭 和49年〉 但 し， 第 1 次石油 シ ョ ッグ以降， こ れ ら 4 つ の 特色は次第に 変質
しつつあ る O
広義の金融構造は さ ま ざ ま な観点か ら と ら え ら れ る か， その主要な も の と し て は， 次 の よ う な も




④ 金融の企業規模別構造 (金融 の二重構造〕
⑤ 通貨の 構造 と 通貨供給メカニズム
@ 金融連関比率
⑦ 金利構造
こ れ ら の金融の構造的側面は④， ⑦を除けば， 資金循環表 (日本銀行 の金融取引表， お よ び金融
資産負債残高表〉 を分析す る こ と に よ り ほ ぼ 明 ら か に す る こ と が で き る O し か し， 本 論文で問題 と
す る 地域別 の 金融構造を分析 し よ う と す る 場合， 現在の と こ ろ 地域別の 資金循環表がデー タ作成上
の制約などか ら ， 作 ら れ ていないため， 分析には多 く の困難が存在す る 。 従 っ て ， わ が 国 全体 の 金
融の実態把握に比べ て ， 地域金融の 実態把握はい ま だ不十分な点が多い と いえ よ う 。 そ こ で， 本 論
文では主 と し て 北陸地域の 金融機関構造 と 地域的金利格差を問題 と す る こ と に し よ う 。
地域金融に お け る 資金 の流れを考察す る 場合， 従来か ら 地域的 な 資金偏在の問題が取 り あげ ら れ
てきた。 資金偏在論の代表的 な も のは， 都市銀行の資金不足 と そ の 他 の 金融機関 の 資金余剰で あ る O
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資金偏在現象の発生要因 と し て は， 次 の 2 つが挙げられ て い る 。
@大都市 で の 財政資金対民間収支尻の 引 き 揚げ超過 と 銀行券の増発， 地方で の 財政資金対民間収
(注3)
支尻の 散超 と 銀行券の還収 と い う ， 地域聞 の 資金需給実績 の 格差
(注 3 ) この 側面に関す る 代表的 論文は， 井 上薫， r金融構造 の 地域的考察J， 三菱銀行『調査』昭
和37 年 1 月 ， であるO
@都市銀行 の 資金 ポ ジ シ ョ ン の 悪化 (資金偏在〉 の原因は， 都市銀行では， 他 の 業態 の 金融機関
に比 し て 預金 の伸びが相対的に低 く ， しか も そ の預金の伸びを上回 っ て 貸 出 が増加 し たこ と に あ る 。
(預貸 率 の 上昇〉
第一の要因は一般財政収支の揚げ超， 散超が い わ ゆ る 現金需給バ ラ ン ス の 地域格差を生ぜ し め 資
金偏圧を 引 き 起す と す る も の で あ る O 一般財政収支の 引揚げ の主体を な す も の は， 法人税， 個人所
得税， 専売益金等であ る が， これらは大都市に多 く ， 地方に 少 な い。 財政の支払い では， 地方には
地方交付税の交付や食管会計の支払い が多い が， 大都市に は防衛費， 電 々 ， 国鉄等 の支払いが多 く ，
公共事業費は両 地域あまり大差なL、。 全体 と し て は， 財政支払いは， 大都市 の 方が地方 よ りやや多
い と い う の が 国債発行以前の 高度成長期 の状況であ っ た。 それ故， こ の 時期に お い て は， 財政収支
の 大都市 で の揚げ超， 地方での払い超 と い う の は， 主に財政 の 引 き 揚 げ の程度に よ る も の で あ っ た
と いえ る O
大都市は地方に比べて， 第二次産業， 第三次産業の 割合が高 く ， 経済活動が活発で所得形成規模
が大 き い た め， 法人税， 個人所得税， 専売益金等 の 財政 の 引揚げが多 く な る O また個人所得特に勤
労所得 の 規模 も 大都市 の 方 が大 き い の で， 銀行券増発の大部分は大都市に お い て 生ず る 。 この よ う
に， 大都市， 地方 と い っ た地域聞 の資金の流れは両 地域の 実体経済面に お け る 所得形成に密接に関
連 し て い る O
と こ ろ が， 地域聞 の 資金 の流れに は， 前述の よ う な 財政 の 揚げ超， 払い超から生ず る も の の ほ か，
純 月 間 の取引 が存在す る 。 そ の主た る も の は商品代金 の流れで、あ る O 一般に， 地方が大都市から購
入す る 額 の 方が多 く ， 大都市 と 地方 聞 の 資金 の 流れは， 財政 の 場合 の 資金 の 流れ と 逆 の流れ と な っ
て い る O この商品取引 の決済は主 と し て 地方から大都市へ の 為替送金や， 大都市から地方へ の代金
取り立て で行 な われ る 。 こ の た め内国為替決済 では， 大都市 の金融機 関 の 勝ち， 地方 の 金融機 関 の
負 け と な る 。 従 っ て ， 大都市 の金融機関に と っ て， 財政 の揚げ超， 銀行券の増発は資金 ポ ジ シ ョ ン
の 悪化要因 で あ る が， 地方に対す る 内国為替決済 の勝ちは資金 ポ ジ シ ョ ン の好転要因 と な り ， また
地方の 金融機関はこの 逆 のケ ー ス と な る O
こ の よ う に み て く る と ， 資金偏在現象を財政 の揚げ超， 払い超， また銀行券の増発， 還収 と いっ
た側面だけから説明 す る こ と は で き な い が， 財政面や日銀券 の 動 向 はやはり資金偏在 の 一 因 で あ る
こ と に かわりは な し、。
次に第二の 要因 に つ い て 考察 し て み よ う 。 大都市に基 盤を有す る 都市銀行は大企業の巨額 の 資金
需要に応じて信用 を供与 し て き た の に対 し 主 と し て 地方に基 盤を有す る 地方銀行， 相互銀行， 信
用 金庫等 の そ の 他 の 金融機関 の取引先は主に 中小企業で あ り ， そ の 資金需要 の伸び は 相対的に低か
っ た。 他方， 預金吸収面では， 都市銀行は個人預金 の吸収に 関 し そ の 他 の 金融機関 に比べ そ の 庖
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舗が大企業 と の取引 中心に配置 さ れ て い る こ と も あ り ， 相対的に 弱L、立場におか れ て い た。 そ の結
果， 都市銀行にお い て は， 他 の 金融機関に比 し て 預金の伸びが相対的に低 く ， 逆に貸 出 の伸びが大
であ っ た た め， 預貸率が上昇 し， 資金 ポ ジ シ ョ ン が悪化 した。 こ う し て ， 資金 ポ ジ シ ョ ン の悪化 し
た都市銀行は， 資金 ポ ジ シ ョ ン の良好な そ の 他 の 金融機関から コ ー ル市場を通 じ て恒常的に資金を
取 り 入れ る こ と と な り 資金偏在現象が生 じ た と いえ る 。
結局， 資金偏在の原因は， 大都市におけ る 財政資金対民間収支尻の大幅な揚げ超 と 銀行券の増発，
地方にお け る 財政資金対民間収支尻の 払い超 と 銀行券の還収に よ る 地域聞 の偏在 と ， 業態 の 異な る
金融機 関 聞 の 偏在 (預貸率の大小に関す る 都市銀行 と そ の 他 の 金融機関 の 差異〉 の二つが複雑にか
らみ あ っ た点に求め る こ と が で き ょ う 。
ただ， 昭和48 年の秋に起 っ た石油 シ ョ ッグ以降， マ ネ ー フ ロ ー の 大幅 な 変化が生 じ た結果， 資金
偏在の様相 も 若干変化 し て き て い る O 石油 シ ョ ックに よ り ， 企業 の 投資活動が沈滞化 し， 資金需要
が鈍化 し た た め， 法人企業部内の 資金不足が縮小す る 一方， 不況対策 と し て の 公共投資から建設国
債が増加し 租税収入の 落ち込みから赤字国債の発行が不可避 と な り ， 公共部門の 資金不足が法人
企業部門を上回 っ て 拡大 し て い る O この よ う な マ ネ ー フ ロ ー の 変化に よ り ， 一般財政収支 (国債を
除 く 〉 は大都市 では揚げ超が縮小し 地方では払い超が年 々 増加 し て い る O これに対し 国債に関
連す る 財政収支を み る と ， 昭和50 年度以降大都市におけ る 揚げ超幅は巨額にな り ， 地方で も 徐 々 に
(注4)
増加 し て い る 。
(注 4 ) 大都市に お け る 国債発行に よ る 巨額の揚げ超は都市銀行， 長期信用 銀行， 信託銀行， 保険
会社の 本庖がすべ て大都市に あ り ， そ れら の 国 債 引受け ジュ ア ー が 高L、からであ る O
この結果， 資金偏在現象は 高度成長期に お け る よ う に， 資金 ポ ジ シ ョ ン の 悪い 都市銀行が恒常的
に コ ー ル の取 り 手 と な り ， 資金 ポ ジ シ ョ ン の良好な そ の 他金融機関が恒常的に コ ー ル の 出 し手 と な
る と い っ た 傾 向 は 次第に弱ま っ て き て い る O
第 1 - 1 表は昭和51年から56年まで の 北陸地域に お け る 日銀券発行還収状況を示 し た も の で あ る
が， 日銀券は還収超であ り ， また， 財政資金対民間収支は払い超 と な っ て お り 上前の議論に符号 し
て い る o (北陸地域 の 金融機 関 の 資金 ポ ジ シ ョ ンにつ い て は 第 3 ， 4 節 で論ず る 〉
本節 で 論 じた資金偏在の問題は各地域経済 の 資金需給の 密接に関連 し て い る O 都市地域では， 財
政収支は揚げ超で， 且つ大企業 の 資金需要 も 旺盛であ る た め， 金融市場は 逼迫す る 一方， 農村地域
では， 財政収支は払い超で， 地場産業の 資金需要 も 都市地域に比べ強 く な い た め ， 金融市場は緩和
傾向を有す る O そ の結果， 一般的に都市地域に比べ金利水準は 相対的に低 く な る 傾向 が みられ る と
いえ る 。
この よ う な 金 利 の 地域的格差 を考察す る 場合， 各地域に お け る 金融機関構成 の 相違 も 考慮 し な け
ればならな い。 つま り ， 各地域に お け る 各金融機間別預貯金， 貸 出 金 の 構成比や預貸率 を み る と ，
か な り の 差異が見られ る 。 一般に， 金融機に は 規模 の 利益が働 く と い われて い る が， 都市銀行 の 影
響力 の強い 都市地域 と そ の 他 の 金融機関 の 影響力 の強い地域 と では， 金融機 関 の コ ス ト が異な り ，
そ の 面から金利格差が生ず る こ と に も 留意すべ き であ ろ う 。
そこで， 本章の以下 の諸節では， 北陸地域 の 金融に関す る 入手 し う る デ ー タに も と づい て， 一国
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表 1 - 1 表 北陸地域の財政資金対民間収支尻と日銀券発行高
項目 財政資金対民間収支尻
(ム印揚超〕※
全 国| 管 内
年月 億 円
51 年 7， 649 9 64 
52 年 6， 09 5 1 ， 071 
53 年 3 ， 503 1 ， 787 
54 年 9， 371 2 ， 212 
55 年 28， 603 1 ， 473 
56 年
54 . 10 ム 10 ， 029 ム 9 
1 1  1 7，9 80 648 
12 ム 654 258 
55 . 1 ム 30 ， 870 ム 689 
2 ム 185 ム 179 
3 20 ，9 35 9 18 
4 33 ， 09 2  9 47 
5 2， 666 ム 189 
6 ム 3 ，9 71 280 
7 ム 29 ， 199 ム 177 
8 ム 10 ， 416 ム 248 
9 ム 2， 01 1 429 
10 14 ム 203 
1 1  36 ， 819 564 
12 2 ， 568 387 
56 . 1 ム 25 ， 799 ム 584 
2 4， 407 ム 1 
3 20 ， 433 544 
4 30， 649 815 
5 19， 565 425 
6 ム 4， 475 245 
7 ム 12， 526 ム 100 
8 1， 332 ム 129 
9 ム 3，99 4 74 
10 ム 2， 772 ム 208 
11  27，9 81 811  
12 370 




日 銀 券 発 行 高
増 減(ム〉
全 国 国| 管 内
円 | 前年 比| 億 円
140， 20 0  1 1. 1  14 ， 029 9 8  I
154 ， 380 9 . 1 14， 180 ム
177， 09 3  9. 8 22 ， 713 173 
19 0， 686 1 1. 7  13 ， 59 3  ム 263 
19 3， 472 7. 0 2 ， 786 どL 579 
ム 430 
148 ， 263 10. 8  ム 3 ， 557 ど三 89 
151， 79 1  10.9 3， 528 36 
19 0， 686 9. 5 38， 89 5  1 ， 233 
156， 042 9. 3 ム 34， 644 ム 1， 210
158 ， 525 9. 7 2 ， 483 30 I 
166 ， 360 10. 4  7， 835 209 
165 ， 59 4  10. 0  234 ム 35 
155， 222 8. 1 ム 11 ， 372 ム 324 
165 ， 254 8. 3 10 ， 032 124 
161 ， 556 6. 7 ム 3 ， 69 8  ム
159 ， 778 5. 7 ム 1 ， 778 ム 225 
158 ， 211  4. 4 ム 1， 557 ム 182 
155 ，9 29 4. 6  ム 2， 282 ム 73 
160 ，5 29 5. 0 4， 600 20 
19 3 ， 472 3. 3 32 ，9 43 1， 231 
160 ，9 53 3. 2 D. 32 ， 519 ム 1， 144
165， 438 2 . 6  4 ， 485 11 
168， 275 2. 0 2 ， 837 9 1  
168， 429 0. 7 154 ム 14 
141 ， 486 2. 8 D 6 ，9 43 ム 188 
170 ，9 89 2.9 9 ， 503 133 
168 ， 786 4. 3 ム 2 ， 203 ム 62 
167， 789 5 . 0  ム 99 7 ム 189 
165 ， 815 5. 4 D 1 ，9 74 ム 172| 
164， 202 5. 3 ム 1 ， 613 ム �� I 
171 ， 074 6. 6 6 ， 872 65 
全体の 中で部分市場 と し て の 北陸地域 の金融の特徴を， 0)貯蓄動 向 (金融資産選択行動)， @金 融
機関構造， の短期貸 出金利 の 地域的格差 を めぐ る 問題の三点に つ い て 考察す る 。
2. 貯 蓄 動 向
地域経済 に お け る 資金 の流れを 明らか に す る 上で そ こ に お け る 経済主体 の 金融資産選択 動 向 に 関
す る 分析は不可欠 で あ る 。 特に， 資金の最終的供給者た る 家計あ る い は個人部門の 貯蓄行動 の 地域
的差異を調べ， 北陸地域の貯蓄行動 の 特性を 明らかにす る こ と は， 北陸地域の 金融構造， 金融機関
構造 の現状考察 と 密接に関連 し て い る 。
本節では， 主に貯蓄増強中央委員会の 「貯蓄に関す る 世 論調査」を用 い て 北陸地域の貯蓄行動 の
(注5 ) 
特性を考察 し よ う 。
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(注 5 ) 貯蓄に 関 す る 各種統計を比較す る と か な り の ばらつ き が見受けられ る 。 こ れは経済企画庁
の国民経済計算を別にすれば， 総理府統計局 の 「貯蓄動 向調査j， I家計調査j， 貯蓄増強中央委員
会の「貯蓄に 関 す る 世論調査」等は無作為抽 出 方法に よ る ア ンケー ト 調査に も とづい て推定 さ れ て
し 、 る こ と tこ よ る 。
「全国消費実態調査j (総理府〉 に よ る 勤労者世帯の昭和49年から54年 ま で の 貯蓄率 の 平均を み る
と ， 北陸地域に お け る 貯蓄率がか な り 高 い こ と がわか る o (富山県 30 . 5%， 石川 県 24.0 弘福井 県
30.0%) 第 2 - 1 表は年間収入 (臨時収入を含む〉 からの貯蓄割合 と 臨時収入を含むからの貯蓄割
合を示 した も の で あ る 。 い ずれ も 全国の貯蓄割合を若干上 回 る 水準 に あ る こ と がわか る O た だ ， 北
第 2 - 1 表
(1)年間収入 ( 臨時収入を含む〉から の貯蓄割合 (単位 : %) 














3 割 3 苦手l
(貯蓄保有世帯〕
不 明 平 均
未 満 未 満 未 満 未 満 以 上
100 . 0  6 . 2  1 27 .9 1 ω 1 17 . 0  1 6 . 3  1 1 6 . 7  1 割全 (4， 149) 1 . 8 
北 海 道 (275) 10 . 5  1 1 . 3  25 . 5  1 1 . 3  13 . 5  6 . 5  14 . 5  6 .9 1 . 6  I 
東 1ヒ (285) 6 . 0 7 . 0  36 . 5  6 . 7 10 . 5  2 . 1  17 . 2  14 . 0  
関 東 (703) 4 . 7  4 . 8  28 . 7  14 . 1  16 . 5  6 . 7  16 . 6  7 . 8  1 . 8 
京 浜 ( 531) 6 . 0 7 . 5  28 . 2  9 . 4 20 . 0  5 . 8  17 . 3  5 .6 1 . 8  
�t 陸 (29 6) 4 . 1  7 . 8  29 . 4  12 . 2  15 . 2  6 .4 16 .9 8 . 1  1 . 8  
中 部 (537) 6 . 0 6 . 1  25 . 7  12 . 1  19 . 6  6 . 3  17 . 1  7 . 1  1 . 8  
近 畿 (363) 8 . 0  4 . 7 28 . 1  12 . 4  20 . 1  6 . 1  1 5 . 4  5 . 2  1 . 7 
阪 ネ申 (332) 6 . 3  5 . 4  24 . 7  12 . 7  18 . 7  7 . 5  14 . 8  9 .9 1 . 7  
中 国 (312) 7 . 1  3 . 8  27 . 2  13 . 1  19 . 6  6 . 4  17 .9 4 . 8  1 . 8  
四 国 (269) 2 . 2  4 . 8  21 . 6  17 . 5  13 . 0  8 .9 19 . 7  1 2 . 3  2 . 1  
九 外| (475) 4 . 6  6 . 1 25 . 7  1 1 . 8  1 2 . 8  7 . 4  18 . 3  1 3 . 3  1 .9 
(2) 臨時収入 から の貯蓄割合 〈単位 : %) 
. 
総 数 1 害1 2 害1 3 害1 5 害t 5 筈。 ぜんぜん
ふりむけ 不 明 平 均
(貯蓄保有世帯〉未 満 未 満 未 満 未 満 以 上 ない
100 . 0  2 . 0  1 1 1 . 7  1 13 .  1 18 . 2  1 害t全 (4， 149) 3 . 3  
北 海 道 (275) 3 . 6  14 . 2  1 2 . 7  21 . 5  24 . 0  12 . 4  1 1 .6 3 . 0  
東 北 (285) 3 . 2  13 . 3  1 2 . 3  18 . 6  23 . 2  8 . 8  20. 7  3 . 1  
関 東 (703) 1 . 8  1 3 . 7  1 2 . 4  17 . 2  29 .9 7 . 7 17 . 4  3 . 5  
京 浜 (531) 2 . 1  1 1 . 7  1 6 . 0  1 6 . 4  27 . 7  14 . 7  1 1 . 5  3 .0 
北 陸 (29 6) 3 . 4  9 . 1 13 . 5  21 . 3  29 . 1  9 . 1 14 . 5  3 . 4 
中 部 (58 7) 1 . 3  1 1 . 0  1 0 . 4  20 . 7  31 . 1  9 . 7 1 5 . 8  3 .4 
近 畿 (363) 2 . 8  9 .9 14 . 0  20 . 4  33 .9 1 1 . 0  8 . 0  3. 4 
阪 神 (332) 2 . 1  1 1 . 7  1 1 . 7  1 6 .9 31 . 3  12 . 0  14 . 2  3 . 3  
中 国 (312) 0 . 6  1 1 .9 14 . 4  1 5 . 7  34 . 0  13 . 8  9 . 6 3 . 3  
四 国 (269) 1 .9 7 . 1  1 6 . 7  14 . 5  35 . 7  5 . 2  19 . 0  3 . 7 




(1) 貯蓄保有額 (単位 : %) 













(詩集) 万未満円 万未満円 万未満円 未万満円 万未満円 未万満円 未万満円 明 均















万円全 国 525 
北 海 道 ( 275) 4.4 8.4 12.0 6.5 14.9 14.5 13.5 6.2 7.6 2.5 9.5 415 
東 ゴヒ ( 285) 7.0 8.1 10.9 9.5 11.6 10.2 14.0 3.5 6.3 3.2 15.8 395 
関 東 ( 703) 3.1 5.4 9.0 5.5 11.7 15.6 12.9 10.8 8.3 7.3 10.4 577 
京 浜 ( 531) 2.1 4.9 7.9 5.3 12.1 17.5 13.4 8.7 10.0 9.4 8.9 632 
北 陵 ( 296) 3.7 6.4 12.8 5.4 14.2 18.9 12.8 6.4 3.7 5.7 9.8 467 
中 部 ( 537) 4.5 5.2 9.9 5.6 13.0 17.5 12.3 8.9 7.3 7.3 8.6 547 
近 畿 ( 363) 4.7 6.6 6.6 5.5 12.1 14.0 12.1 12.4 4.7 8.0 13.2 572 
阪 神 ( 332) 3.9 7.2 9.0 7.2 12.3 18.4 9.6 9.9 5.4 6.9 9.9 508 
中 国 ( 312) 3.5 8.3 4.5 6.7 12.8 20.5 13.1 8.3 10.3 6.7 5.1 557 
四 国 ( 268) 6.3 8.9 7.1 5.6 13.4 15.6 11.2 7.1 5.9 4.8 14.1 468 
九 1'Ii ( 475) 5.9 6.5 11.6 7.2 12.2 16.4 9.3 5.9 6.1 5.1 13.9 456 
(2) 貯蓄目標額 (単位 : %) 

























(里等) 未万満円 万未満円 未万満円 未万満円
不明 平 均















北 海 道 ( 296) 5.1 2.7 6.1 15.2 3.4 27.4 3.4 9.1 5.7 6.8 15.2 1，544 
東 �t ( 314) 5.4 3.8 10.8 17.2 3.5 19.1 2.5 5.1 7.0 7.3 18.2 1，421 
関 東 ( 742) 1.5 0.9 3.2 14.3 1.3 26.4 2.4 10.9 10.4 11.5 17.1 1，988 
京 浜 ( 539) 1.7 0.7 1.5 10.2 1.9 31.4 4.8 13.0 10.0 12.1 12.8 2，075 
�t 陸 ( 306) 5.2 1.3 3.6 19.3 1.6 30.7 3.9 8.8 7.2 5.2 13.1 1，471 
中 部 ( 560) 2.7 1.8 2.7 13.9 2.0 28.9 4.5 8.8 6.6 8.9 19.3 1，702 
近 畿 ( 387) 2.8 1.8 2.3 12.1 1.6 25.1 2.8 12.7 7.5 11.6 19.6 1，932 
板 神 ( 341) 2.6 3.5 15.5 3.2 24.3 3.2 10.9 7.3 9.7 19.6 1，815 
中 国 ( 322) 3.1 1.9 4.3 15.5 2.5 31.4 2.2 14.3 5.0 8.1 11.8 1，682 
四 国 ( 289) 8.0 2.4 3.1 12.5 1.7 24.2 2.1 11.1 6.6 8.3 20.1 1，704 
九 チト1 ( 528) 3.8 2.8 3.8 14.4 1.5 26.5 3.0 9.1 6.3 6.6 22.2 1，543 
(資料)第2-1表に同じ。
陸地域の所得水準は 関東， 中部， 近畿 と い っ た大都市を有す る 地域に比べ， 低位に あ る た め貯蓄保
有額お よ び貯蓄 目 標額は全国平均を か な り上 回 っ て い る 。 〈第 2 - 2 表〉 そ の結果， 保有貯 蓄 の 種
類， お よ び種類別貯蓄保有額で示 さ れ る 北陸地域の貯蓄保有世帯の 資産選択行動に は， 他 の 地域 と
異 っ た特徴が見受け ら れ る 。 〈第 2 - 3 表〉 ま ず， 保有貯蓄 の 種類を み る と ， 預貯金， 生命保険 ・
簡易保険， 郵便年金 ・ そ の 他 の 積立金， 財形貯蓄等は ほ ぼ全 国 レ ベ ル に あ る の に対1..-， 貸付信託 ・
金銭信託， 債券等 の 金融資産は全国 レ ベ ルを下回 っ て い る 。 こ の 傾 向 は 種類別貯蓄保有額に も 明確
に あ ら われ て おり， この点か ら 北陸地域 の 経済主体 の 金融資産選択行動は， 所得水準ひ い て は貯蓄
総額の 相対的低位か ら ， 収益性 よ り も 流動性や安全性を重視す る 傾向 が強い と 推測 さ れ る 。 貯蓄を
北陸地域の金融構造 - 13-
第2-3表
5 種類別貯蓄保有額 (単位 : 万円〉
貯 子員 貸 金 生簡 郵そ積 債 株 投 財
蓄 う定 付銭 命易 便 の立 資 形
総 見守 ち期 信信 保保 年 他年 信 貯
額 金 性 託託 険険 金の金 券 式 託 蓄
全 16 
北 海 道 415 295 174 12 70 10 4 12 1 
東 北 395 268 118 17 64 7 7 21 。 11 
関 東 577 380 253 30 87 10 14 33 3 20 
京 浜 632 362 220 60 89 9 23 56 9 24 
�I:: 陸 467 303 140 19 81 6 10 28 2 18 
中 部 547 357 218 33 80 11 16 32 3 15 
近 畿 572 342 231 42 80 8 29 46 10 15 
阪 神 508 309 191 41 89 7 16 22 4 20 
中 国 557 374 255 12 101 14 9 32 3 12 
四 国 468 312 148 25 70 8 12 23 5 13 
九 1'1'1 456 319 172 15 73 8 9 19 1 12 
(資料〉第2-1表に同じ。
第2-4表
貯蓄をふやす場合 の選択基準 (単位 : %) 
















りだ れら 用，心 がき の
のがか がて でだ tこし、 でれ自 る
(回答世帯〉 カ1カミ 値楽ら 保証
い
る
きか iJ'iJ' も引出 由か
よら 上し てら えら 預に ら 他 明
全 。 �) I 23.7 I (4:251) I 9.4 I 29.3 I 5.1 
北 海 道 ( 286) 20.3 1.7 11.5 29.7 11.2 16.1 5.2 4.2 
東 �I:: ( 301) 16.3 3.7 9.3 32.3 9.3 15.9 3.3 10.0 
関 東 ( 729) 24.7 4.4 8.5 28.3 8.8 15.1 4.7 5.6 
京 浜 ( 530) 30.6 4.7 12.3 22.8 8.3 15.3 3.6 2.5 
北 陸 ( 299) 22.7 2.7 3.7 33.1 9.7 18.4 4.3 5.4 
中 部 ( 553) 24.1 4.9 10.8 28.0 7.8 15.9 4.2 4.3 
近 畿 ( 380) 25.5 3.4 7.1 30.0 8.4 18.2 4.2 3.2 
阪 神 ( 319) 25.7 7.5 11.3 27.0 6.6 12.9 4.1 5.0 
中 国 ( 316) 21.2 3.2 9.5 32.0 10.8 15.8 4.7 2.8 
四 国 ( 278) 24.8 2.5 6.5 29.5 8.3 14‘。 2.9 11.5 
九 州、| ( 492) 17.5 2.0 8.5 34.6 6.7 19.1 4.3 7.3 
(資料) 第2ー1表に同じ。
ふやす場合 の選択基準 を み る と (第 2 - 4 表)， 北陸地域では「利 回 り が よ く 得だか らJ， r将来の
値上が り が楽 し みだか ら」 と い っ た収益性の選好が全国 レ ベ ル よ り も 低い の に対 し， r信用 で き て
安心だか ら」 と い っ た安全性， r現金にかえやすし、か ら」 ま た「少額で も 預け入引 き 出 しが自由 に
で き る か ら」 と L、 っ た流動性に対す る 選好が強L、。
- 14 ー 北陵 地域の金融構造
この よ う な 北陸地域の 金融資産選択行動は所得水準 の 相対的低位 の み な ら ず， 北陸地域の 経済主
体 の 貯蓄 目 的が， í土地 ・ 建物 の買い 入れや新増改築 ・ 修理の た めJ， ま た「自動車 ・ 家具など ま と
ま っ た金額の 物品を購入す る た め」 と す る 割合 が 全 国 で ト ッ プ で あ る こ と に も 密接 に 関連 し て い る
と 思われ る 。
第 2 -5 表 北陸地域の貯蓄保有額の種類別 構成比の推移 (単位: %) 
T真 貯 金 貸 付 信 託 生 命保険 郵 便年 金
債券株式 その他
定 期性 金銭 信 託 簡易 保険 その他積立年 金
5 2  年 6 4 . 1  42 . 9  2 .6 23 . 8  2 . 3  6 . 2 1 . 0 
55 年 6 8 . 3  42 . 3  4 . 4 16 . 1  0 .6 6 .5 4 . 0 
56 年 6 4 . 9  30 . 0  4 . 1  1 7 . 3  1 . 3 8 . 1  4 . 3  
56年 全国| 6 4 . 0  I 38 . 7  I 3 . 8  
(資料〕 第2-1表に同じ。
北陸地域の貯蓄保有額の 種類別構成比 の推移 (第 2 - 5 表〉 を み る と ， 定期性預貯金が減少す る
反面貸付信託， 金銭信託， 債券 ・ 様式 と い っ た収益性の 高 い 資産へ の選好が強 ま っ て い る こ と がわ
か る 。 これは近年， 家計の 利 回 り 重視の姿勢が強 ま っ て い る な か で， 昨年来の 国債， 貸付信託等 の
利 回 り 低下幅が預貯金金利に比較 し て 小幅 と な っ て い る こ と を背景と し て い る も の と み ら れ る 。 た
だ し， 全 国と比較す る と金利選好は弱 い と いえ よ う 。
な お， 北陸地域に お け る 預貯金 の 預け先と し て は引 き 続 き 銀行 (7 9. 5%) と 郵便局 (57.7%) を
あげ る 世帯が多 く ， 次 い で信用 金庫 (25. 3%)， 農 ・ 漁協 (24. 2%)， 相互銀行 (22. 2%)などの順
と な っ て い る O 全 国平均と比較す る と， 郵便局 (63.8%) を あ げ る 世帯が相対的 に 少 な く ， 銀行，
相互銀行， 農 ・ 漁協をあ げ る 世帯が多いこ と は， 北陸地域に お い て は， 郵便貯金 と 地方銀行， 中小
金融機関預金 と の競合 が激 し い と 考え ら れ る 。
そこで， 次 の 金融機関 の 預貯金， 貸 出 の 構成 を中心に地域的金融構造の 差異を 明 ら か に し よ う。
3. 金融機関構造
第 1 節 で指摘 した よ う に， 金利 の 地域的格差に代 表 さ れ る よ う な 地域 の 金融 の 特殊性を 明 ら か に
す る 上で， そ の 地域 の 金融機 関 の 構成や経営状況を考察す る 必要が あ る O
(1) 北陸地域の 金融機関 の 預貯金 ・ 貸 出状況
第 3 - 1 表は昭和 56年 3月末現在の 地域別各種金融機関預貯金 ・ 貸 出状況 で あ る o
(1)預貯金
北陸地域の 預貯金の 金融機関別構成比 を み る と， 地方銀行 の ウエイ ト が沖縄を 除けば， 38% と 全
国 で最 も 大 き く ， 逆に都市銀行 の それは最 も 小 さ く なっ て い る O 北陸地域に本庖を有す る 地方銀行
は， 北陸銀行， 北国銀行， 福井 銀行， 富山 銀行 の 4 行 で あ る が， この中で も 北陸銀行の 預金シェア
ー は圧倒的に 高 く ， 残高 も 他 の地方銀行 3 行 の 合計 よ り も 大 き い。 ま た， 農協， 中小金融機関 (相






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(北陸) 21，935 1，494 
(北陸) 39.5 :4，9 2.7 :0.7 
53富山 7，713 544 
年富山 38.3:1.7 2.7 :0.1 
度石川 8，137 646 
末 石川 39.4 : 1. 8 3.1 :0.1 
福井 6，085 304 
福井 41.5 :1.4 2.1: 0 
(北陸) 25，042 1，647 
(北陸) 39.4 :5.0 2.6 :0.2 
54富山 8，834 570 
年富山 38.4 :1.8 2.5 ;0.1 
度石川 9，250 737 
末 石川 39.0 :1.8 3.1 :0.1 
福井 6，958 340 
福井 41.4!t4 2.0: 0 
(北陸) 28，504 1，.742 
(北陸) 39.5 :5.0 2.4 :0.2 
55 富山 10，099 619 
年 富山 38.5 :1.8 2.4:0.1 
度 石)1 10，508 759 
末 石川! 39.0 :1. 8 2.8 ;0.1 
福井 7，897 364 
福井 41.4 :1.4 1. 9: 0 
(北陸) 30，272 1，883 
(北陸) 38.0 :5.0 2.4 ;0.3 
56 富山 10，705 679 
年富山 37.2 :1.8 2.4 :0.1 
度石川 11，162 805 
末 石川 37.7:1.8 2.7 :0.1 
福井 8，405 399 





信託銀行 全国銀行 長期信用 相互銀行
(銀行勘定) 信託勘定 銀 行 (含掛金) 信用金庫 信用組合
177 1，797 359 4，068 8，135 969 
0.3 :0.4 3.2 :0.5 0.7:1.2 7.3 :2.0 14.7 ;3.3 1.8 :1.5 
44 462 202 1，828 2，905 390 
0.2 :0.1 2.3 :0.1 1.0 :0.7 9.1 :0.9 14.4 :1.2 1.9:0.6 
133 1，335 157 1，260 3，036 378 
0.6 :0.3 6.5 :0.4 0.8 :0.5 6.1 :0.6 14.7:1.2 1.8 :0.6 
980 2，194 201 
6.7 :0.5 15.0 :0.9 1.4 :0.3 
188 2，074 414 4，622 9，284 1，078 
0.3 :0.4 3.3 :0.6 0.6 :1.3 7.3 :2.1 14.6 :3.4 1.7:1.5 
52 568 237 2，018 3，260 444 
0.2 :0.1 2.5 :0.2 1.0 :0.7 8.8 :0.9 14.1 :1.2 1.9 ;0.6 
132 1，482 177 1，496 3，513 409 
0.6 ;0.3 6.2:0.4 0.7:0.6 6.3 :0.7 14.8 :1.3 1.7 :0.6 
4 24 1，108 2，511 225 
0: 0 0.2: 0 6.6 :0.5 14.9 :0.9 1.3 :0.3 
195 2，336 451 5，262 10，646 1，205 
0.3 :0.4 3.2 :0.6 0.6 :1.2 7.3 :2.1 14.7:3.4 1.7 :1. 5 
50 665 263 2，343 3，689 500 
0.2 :0.1 2.5 :0.2 1.0 :0.7 8.9 :0.9 14.1 :1.2 1.9 :0.6 
139 1，613 188 1，672 4，082 455 
0.5 :0.3 6.0 :0.4 0.7;0.5 6.2 :0.7 15.2 :1.3 1.7 :0.6 
6 58 1，247 2，875 250 
0: 0 0.3: 0 6.5 :0.5 15.1 :0.9 1. 3 :0.3 
230 2，516 415 5，632 11，788 1，331 
0.3 :0.4 3.1 :0.6 0.5:1.0 7.1 ;2.1 14.8 :3.4 1.6 :1.5 
59 728 237 2，485 4，001 562 
0.2 :0.1 2.5 ;0.2 0.8 ;0.6 8.6 :0.9 13.9:1.2 2.0 :0.6 
160 1，696 178 1，790 4，551 499 
0.5 :0.3 5.7 :0.4 0.6 :0.4 6.0 :0.7 15.4 : 1. 3 1.7;0.6 
11 92 1，357 3，236 270 
o i 0 0.4: 0 6.4 :0.5 15.2 :0.9 1.3 :0.3 
(単位 億円)
農業協同 郵 便
組 合 貯 金 �t (7月末)
7，785 8，758 55，477 
14.0 :4.0 15.8 :2.3 
3，345 2，727 20，160 
16.6 :1.7 13.5 ;0.7 
2，361 3，225 20，668 
11.4 :1.2 15.6 :0.9 
2，079 2，806 14，649 
14.2 :1.1 19.1 ;0.7 
8，657 10，556 63，562 
13.6 ;4.0 16.6 ;2.3 
3，727 3，315 23，025 
16.2 :1.7 14.4 :0.7 
2，621 3，904 23，721 
11.1:1.2 16.5 :0.9 
2，309 3，337 16，816 
13.7 :1.1 19.9 :0.7 
9，616 12，271 72，228 
13.3:3.9 17.0 :2.3 
4，129 3，858 26，215 
15.8 : 1. 7 14.7 :0.7 
2，944 4，571 26，931 
10.9 :1.2 17.0 :0.9 
2，543 3，842 19，082 
13.4 :1.0 20.1 :0.7 
10，691 14，965 79，723 
13.4 :4. 0 18.8 :2.4 
4，552 4，793 28，801 
15.8 :1.7 16.6 :0.8 
3，273 5，538 29，652 
11.0 ;1.2 18.7 :0.9 
2，866 4，634 21，270 
13.5;1.1 21.8 :0.7 
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第 3 - 2 表は北陸 3 県 の 預貯金残高構成比 の推移を昭和53年から56年にわた る 期間 に つ い て 示 し
た も の で あ る O こ の 期間， 郵便貯金の シ ェ ア ー が 15 .8%から18 .8% と着実に増大 し た こ と ， 都市銀
行 の シ ェ ア ー が2 .7%から2 . 4%， 地方銀行の シ ェ ア ー が39 . 5%から38%へ と 若干減 の 傾 向 が みられ
る O 各種金融機 関 の 預貯金 シ ェ ア ー を富山 ， 石川 ， 福井 3 県 に つ い て そ れぞれ考察す る と ， そ の 構
成比に若干の差異が みられ る 。 3 県 を比較す る と ， 地方銀行お よ び 郵便貯金 の シ ェ ア ー は福井 県 が
最 も 高 く ， 次 い で石川 県， 富山 県 の順 に な っ て い る 。 ま た， 富山 県 で は農協 と 相互銀行 の シ ェ ア ー
が大で あ る の に対 し 石川 県 では信用 金庫 と 信託銀行が相対的に強い と い う 関係がみられ る 。 こ の
よ う な 差異は， 主に各県の 経済主体 の 金融資産選択行動 の 違 い や， 各金融機 関 の取引先構造 の 違 い
に よ る も の と 考えられ る 。
しか し な がら， こ の 3 県 に お け る 各種金融機関 の 預貯金構成 の 相違は， 北陸地域 と 他 の地域 の そ
れを比較 し た場合に比べ， は る かに小 さ く ， 3 県 は北陸地域 と し て 一括で き る 類似性を 有 し て い る O
そ こ で， 次に こ の点を 明らか にす る た め各地域 の 金融機関構造 の類型化を 行 っ て み る た め に， 先 の
2 つ の 表を も と に主成分分析を行 っ た。 そ の結果は， 第 3 - 3 表の よ う に な っ た。
第3-3表 預貯金に関する主成分分析結果
〈コユウチ“コユウベクトノレ"キヨリツ〉
1 2 3 4 5 
キ ヨ り ツ 4.39807 .51721 .07272 8.11974E-03 3.87650E-03 
ノレイセキキヨリツ .87961 .10344 .01454 1.62395E-03 7.75301E-04 
コユウベクトル .87961 .98305 .99760 .99922 1.00000 
1 .45799 一.23123 .82574 .04660 .22966 
2 .40903 .71099 .06282 一.52454 一.21929
3 .46818 .20130 一.41296 .29868 .69320 
4 .42155 一.63229 一.35752 一.53646 一.08294
5 .47542 -.02654 一.12582 .58794 一.64168
〈インシフカリヨウ〉
lシユセイブン1 、ンユセイフe ン21シユセイブン31シユセイプン41シユセイブン5
1 CHIGIN .96048 一.16629 .22268 4.19913E-03 .01429 
2 TOGIN .85780 .51132 .01694 一.04726 一.01365
3 CHUSHO .98186 .14477 一.11137 .02691 .04315 
4 NOKYO .88406 一.45473 一.09641 一.04834 -5.16423E-03 
5 YUCHO .99703 一.01908 -.03393 .05297 一.03995
〈ルイセキキョ〉
|シコセイブン1 シユセイブン21シユセイプン31シユセイブン41シユセイブン5
1 CHIGIN .92253 .95018 .99977 .99979 1.00000 
2 TOGIN .73583 .99729 .99758 .99981 1.00000 
3 CHUSHO .96405 .98501 .99741 .99813 1.00000 
4 NOKYO .78156 .98834 .99763 .99997 1.00000 




1 Hokaido -1.10189 .16722 一.22392 .09873 一.02330
2 Tohoku 一.15535 一.60223 .33777 9.71557E-03 .14488 
3 Kanto 6.19471 .22911 .47911 .01109 一.09000
4 Tokyo 1. 53445 .25991 一.06580 一.07136 .09576 
5 Koshinetu 一.66225 一.43898 .03579 一.13319 -4.60842E-03 
6 Hokuriku -1.18829 一.09273 .19243 一.03964 .05053 
7 Toyama -1.79127 .24259 .02635 一.02527 一.03471
8 Ishikawa -1.81560 .29295 .06611 .02845 一.03752
9 Fukui -1.88575 .31850 .03269 .01973 一.06270
10 Tokai 1.41042 一.97717 一.41912 一.05060 一.04201
11 Kinki 2.88769 一.34436 一.67506 .01614 .05574 
12 Osaka 一.05224 .71202 一.19433 .05730 一.03697
13 Chugoku 一.04674 一.71786 .09076 一.05313 一.03612
14 Shikoku 一.82069 一.39569 .05074 一.17464 .01774 
15 Kyushu .59107 一.87934 .19577 .15802 .04522 
16 Fukuoka -1.14014 .10066 .02322 .16986 .01987 
17 Okinawa -1.95811 .32541 .04745 一.02121 一.06178
ま ず， 累積寄与率 を み る と ， 第 1主成分88%， 第 2主成分98 . 3%であ る の で， 第 2主成分 ま で を
分析の 対象 と し よ う 。 変数 と し て ， 地方銀行， 都市銀行， 中小金融機関 (相互銀行， 信用 金庫， 信
用組合)， 農協， 郵便局 を と っ た。 5 つ の 金融機関 の 第 1主成分 と 第 2主成分 の 因子負荷量を 抜 き
出 す と 次 の よ う にな っ た。
第 1主成分 第 2主成分
1 .  地方銀行 0. 960 48 - 1. 6629 
2 .  都市銀行 0 .8 5780 0. 51132 
3 . 中小金融機関 0. 98 18 6  0. 14477 
4. 農 協 0.88 40 6  -0 . 4547 3  
5. 郵 便 局 0 . 9970 3  -0. 1908 
5 つ の 金融機関に つ い て ， 第 1主成分は 因子負荷量がすべ で正 の 値を と っ て い る の で， 第 1主成分
は地域に お け る 預貯金吸収能力 を あらわす も の と 考えられ， ま た第 2主成分は 都市銀行 と 中小金融
機 関 の 因子負荷量 の 符号 と 他 の 金融機関 の それ と は逆であ る から， 第 2主成分は預貯金 の吸収に 関
す る 各種金融機関 の 地域特性を あらわ し て い る と 考えられ る 。
第 1主成分が最 も 大 き い の は郵便局 で， 次 い で 中小金融機関， 地方銀行を続 く ， こ の こ とは， こ
れらの 金融機関 が地域の 預貯金 の吸収に 大 き な役割を果 し て い る こ と を示 し て い る O 第 2主成分は
銀市銀行 と 中小金融機関が正で都市銀行 の 因子負荷量が大であり， 他方， 農協， 地方銀行， 郵便局
が負で あり， 農協の 因子負荷量の絶対値は大 で あ る から， 第 2主成分は都市では都市銀行， 中小金
融機関杭農村 では農協， 地方銀行が大 き な役割をはた し て い る と 考えられ る 。
次に， サ ン フ 。ルご と に第 1主成分 と 第 2主成分ス コ ア を み る と 次 の よ う に な っ た。
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第 1 主成分 第 2主成分
1. 北 海 道 - 1. 10 18 9  0. 167 22 
2. 東 北 -0. 5535 -0. 60 223 
3. 関 東 6. 1947 1  0 . 22911 
4. 東 京 1. 53445 2.0 5991 
5. 甲 信 越 -0. 66225 -0. 438 98 
6. 北 陸 - 1. 188 29 -0.0 927 3 
7. 富 山 - 1.7 9127 0 . 24259 
8. 石 )11 - 1 .8 1560 0 . 29295 
9. 福 井 - 1 .88 57 5 0 . 318 50 
10. 東 海 1. 410 42 -0 . 977 17 
11. 近 畿 2.887 69 -0. 34436 
12. 大 阪 -0. 5224 0.7 120 2  
13. 中 国 一0. 467 4 -0.7 17部
14. 四 国 -0.8 20 69 -0. 39569 
15. 九 少li 0. 59107 -0.87 934 
16. 福 岡 - 1 . 140 14 0. 100 66 
17. 沖 縄 - 1. 958 11 0. 32541 
こ の主成分 ス コ ア の大 き さ と 符号の類似性をグ ル ー プ化す る こ と に よ り ， 各地域を類似化 で き る 。
ま ず， 第 1 に北陸 3 県 〈富山 ， 石川 ， 福井 〉 は 預貯金に関 し， ほぽ同 じパタ ー ン を 有 し て お り ，
北陸地域 と し て グル ー プ化す る こ と が で き る こ と を示 し て い る 。 ま た， 関東， 東京， 近畿， 東海は
都市銀行や中小金融機関 が強い都市陣の 金融構造を も っ地域 と し て ， ま た， 東北， 甲信越， 北陸，
中国， 四国は農村型 と し て ， ま た， 北海道， 福岡は地方都市型 と し て 類型化 で き そ う で あ る 。
(ロ) 貸 出 金
地域別各種金融機関別貸 出 金 の 残高 ・ 構成比を み る と 〈第 3 - 1 表)， 北陸地域では， 地方 銀 行
の 貸 出 シ ェ ア ー が47.7% と 圧倒的 に大 き く ， 沖縄を 除けば全国で最 も 大 き し、。 こ れに対 し， 都市銀
行 の 貸 出 シ ェ ア ー は 3. 6 % と 最 も 小 さ い。 地方銀行に次 い で， 貸 出 シ ェ ア ー の 大 き い の は 中小金融
機関で， 両者を合計すれば， 7 9%に も の ぼ る 。
次に， 北陸 3 県に お け る 貸 出 金 の 残高 ・ 構成比を昭和53年から56年 ま で の 期間にわた る 推移を み
る と ， (第 3 - 4 表〉 長期信用 銀行， 農協の 貸 出 シ ェ ア ー が若干低下傾 向 が みられ る の に対 し， 信
用金庫が着実に シ ェ ア ー を伸ば し て い る 。 他 の 金融機 関 の 貸 出 シ ェ ア ー に は 変動がほ と んど 見受け
られ な い。 ま た， 各種金融機 関 の 貸 出 シ ェ ア ー を 3県そ れぞれに つ い て み る と ， 地方銀行の シ ェ ア
ー が最 も 大 き い の は， 福井 県次い で石川 県， 富山 県 の順 と な っ て い る 。 地方銀行以外では， 富山 県
では 相互銀行 の 貸 出 シ ェ ア ー が 他 の 2 県 に比べ大 き く ， ま た石川 県 で は 長期信用 銀行， 信託銀行，
福井 県 で は信用 金庫の 貸 出 シ ェ ア ー が他 の 2 県に比 し て 大 き い と い う 特徴が見受けられ る 。






































地方銀行 | 都市銀行 信託銀行 全国銀行 長期信用 相E銀行 信用金庫(銀行腕) 信託勘定 銀 行 (含掛金)
16，355 1，224 218 635 2，243 2，943 6，402 
47.7 :4.7 3.6 :0.2 0.6 :0.6 1.8 :0.4 6.5 :1.7 8.6 :1.8 18.7 :3.3 
5，599 460 36 183 915 1，426 2，298 
44.1 :1.6 3.6 :0.1 0.3:0.1 1.4:0.1 7.2 :0.7 11.2 :0.9 18.1 :1. 2 
6，541 576 182 452 1，328 822 2，483 
47.1 :1. 9 4.1 :0.1 1.3-:0.5 3.3 :0.3 9.6 :1.0 5.910.5 17.9 :1.3 
4，215 188 695 1，621 
54.7 :1. 2 2.4: 0 ， ， 9.0 i04 21.0 :0.8 
17，944 1，430 228 710 2，397 3，442 7，110 
E 
47.7 :4， 7 3.8 :0.2 0.6 :0.5 1.9 :0.4 6.4 :1.6 9.1 :2.0 18.9 :3.2 
6，152 532 53 196 954 1，578 2，462 
44.8 :1.6 3.9 :0.1 D.4 :0.1 1.4 :0.1 6.9:0.6 11.510.9 17.9 :1.1 
7，241 672 173 502 1，443 1，042 2，831 
46.9 :t.9 4.4 :0.1 1.1 :0.4 3.3 :0.3 9.3 :1.0 6.8 :0.6 18.3 :t.3 
4，551 226 2 12 822 1，817 
53.9 :t.2 2.7 : 0 0: 0 0.1: 0 
‘ 
‘ . 9.7 :0.5 21. 5 :0.8 
19，389 1，497 208 744 2，527 3，851 8，311 
47.0 :4.7 3.6 :0.2 0.5 :0.4 1.8 :0.4 6.1:1.6 9.4 :2.0 20.2 :3.5 
6，662 568 54 212 1，042 1，749 2，848 
44.1 :1.6 3.8 :0.1 0.3 :0.1 1.4 10.1 6.9 :0.7 11.6 :0.9 18.8 :1.2 
7，7ω 688 149 515 1，485 1，190 3，334 
46.4 :1.9 4.1 :0.1 0.910.3 3.1 :0.3 8.8 :0.9 7.1 :06 19.8 :1.4 
4，937 241 5 17 912 2，129 
53.0 :1.2 2.6: 0 0: 0 0.2 i 0 9.8 :0.5 22.910.9 
21，047 1，584 202 800 2，624 4，171 8，989 
47.414.7 3.6 :0.2 D.4 :0.4 1.8 :0.4 5.9 :1.6 9.4:1.9 20.2 :3，4 
7，243 603 49 226 1，101 1，865 3，018 
44.9 :1.6 3.7:0.1 0.3 :0.1 1.4 :0.1 6.8 :0.7 11.610.9 18.7 :1.1 
8，469 710 I“ 552 1，523 1，316 3，649 
46.6:1.9 3.9 :0.1 0.8 :0.3 3.0 :0.3 8.4 :0.9 7.310.6 20.1 :1.4 
5，335 271 9 22 990 2，322 
52.7 :1.2 2.7: 0 0.1: 0 0.2 i 0 . ' .. 9.810•4 23.0 10.9 
(資料) 第3-1表に同じ。
(単位 億円)
信用組合 農業協同 計組 合
ω5 3，604 34，309 
2.0 :1.4 10.5 :3.9 ' 
307 1，487 12，711 
2.410.6 11.7:1.6 
お5 1，271 13，890 
1. 7 :0.5 9.1 :1.4 
143 846 7，708 
1.910.3 11.0 :0.9 
737 3，626 37，624 
2.0 :1.3 9.6 :3.8 ， 
340 1，469 13，736 
2.5 :0.6 10.7 :1.5 
248 1，289 15，441 
1.6 :0.4 8.3 :1.4 : . 
149 868 8，447 
1.8 :0.3 10.3 :0.9 
831 3，861 41，219 
2.0 :1.3 9.4 :3.7 
391 1，581 15，107 
2.6 :0.6 10.5 :1.5 
278 1，369 16，798 
1.7:0.4 8.1 :t.3 
162 911 9，314 
1.7-:0.3 9.810.9 ， 
880 4，119 “，416 
2.0:1.3 9.3 :3.6 . 
406 1，628 16，139 
2.5 :0.6 10.1 :t.4 
307 1，474 18，164 
1.7 :0.5 8.211.3 
167 997 10，113 




1 2 3 4 5 
コユウチ 4.06218 .85276 .06301 .02018 1. 86002 E -03 
キヨリツ .81243 .17055 .01260 4.03715E-03 3. 72003E -04 
ノレイセキキヨリツ .81243 .98298 .99559 .99962 1.00000 
コユウベクトル
.48242 .21664 .03303 .84795 .01459 
2 .46287 一.38715 一.03955 一.17625 .77667 
3 .48665 -5.55405E-03 .75477 一.29931 一.32228
4 .33371 .79442 一.32060 一.38195 .09410 
5 .46256 一.41478 一.56997 一.12012 一.53276
〈インシフカリヨウ〉
|シユセイプン1 シユセイブン21シユセイブン31シユセイブン41シユセイフ、ン5
1 CHIGIN .97231 .20006 8.29284E-03 .12047 6.29513E-04 
2 TOGIN .93291 一.35751 -9.92986E-03 一.02504 .03349 
3 GHUSHO .98085 -5.12890E-03 .18946 一.04252 一.01389
4 NOKYO .67259 .73360 一.08048 一.05426 4.05860E-03 
5 SONOTA .91213 一.38303 一.14308 -.01706 一.02297
〈ルイセキキヨ〉
|シユセイブン1 シユセイブン21シユセイブン31シユセイ70ン41シユセイフ'ン5
1 CHIGIN .94539 .98541 .98548 1.00000 1.00000 
2 TOGIN .87033 .99815 .99825 .99887 1.00000 
3 CHUSHO .96207 .96210 .99799 .99980 1.00000 
4 NOKYO .45238 .99056 .99703 .99998 1.00000 
5 SONTA .83199 .97870 .99918 .99947 
〈シユセイブンスコア〉
|シユセイブ��ュセイブン21シユセイブン31シユセイブン41シユセイブン5
1 Hokaido 一.91175 .22692 一.07049 一.39800 .02904 
2 Tohoku -2.37078E-03 1.42256 一.30797 一.03155 .04500 
3 Kanto 5.89207 .24112 一.16935 .17770 .04090 
4 Tokyo 3.10809 一2.14383 一.30519 一.17749 一.05816
5 Koshinetsu 一.74707 .55321 一.13430 一.10581 .03520 
6 Hokuriku -1.16880 一.17385 一.01472 .20870 一.01203
7 Toyama -1.63712 一.60001 一.01514 .04648 8.83791E-03 
8 Ishikawa -1.62066 一.61407 一.01235 .08842 2.60195E-03 
9 Fukui ーし73074 一.69261 -1. 80531 E -03 .04850 .01654 
10 Tokai .46851 .98071 .24526 一.09330 一.05542
11 Kinki 1. 98178 .28315 .76218 一.05506 -1. 91246E -03 
12 Osaka .15468 一.94575 .29529 .01682 .07967 
13 Chugoku 一.37151 .70574 一.07355 .10552 一.03101
14 Shikoku 一.97923 .12784 一.05342 .07863 -2.57391E-03 
15 Kyushu .37249 1.55279 一.15555 7.48411 E-04 一.03910
16 Fukuoka -1.07982 一.27095 .06539 .04798 一.08579
17 Okinawa -1.72854 一.65297 一.05425 .04169 .02831 
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っ た結果を示 し て おこ う 。 (第 3 - 5 表〉
ま ず， 累積寄与率 を み る と ， 第 1主成分 8 1. 2%， 第 2主成分 98. 3%で あ る の で， 第 2主成分 ま
でを分析の対象 と す る 。 変数 と して， 地方銀行， 都市銀行， 中小金融機関， 農協， そ の 他 (長期信
用 銀行， 信託銀行， 全国 銀行， 信託勘定〕の 5 つ を と っ た。 この 5 つ の 金融機関 の 第 1主成分 と 第
2主成分 の 因子負荷量を抜き 出 す と 次 の よ う にな っ た。
1. 地 方 銀 行
2. 都 市 銀 行
3. 中小金融機関
4. 農 協
5. そ の 他
第 1主成分 第 2主成分
0.0 97 231 0. 2000 6 
0. 93 291 -0. 357 5 1  
0. 9808 4 -0.00 5 12 
0. 67 259 0.7 3360 
0. 91213 -0. 38303 
5 つ の 金融機関 に つ い て ， 第 1主成分は 因子負荷量がすべて 正 の 値を と っ て い る の で， 第 1主成分
は地域に お け る 貸 出 能力 を あ ら わす と 考え ら れ， ま た 第 2主成分は地方銀行 と 農協が正で都市銀行，
そ の 他 (長信銀， 信託銀行等) が 負 で あ る か ら， 第 2主成分は貸 出 に 関す る 各種金融機関 の 地域特
性 (都市型， 農村型) を あ ら わ し て い る も の と 考え ら れ る 。
第 1主成分が最 も 大 き い の は 中小金融機関， 次いで、地方銀行， 都市銀行 と な っ て い る 。 このこ と
は， これ ら の 金融機関が地域 の 貸 出 に 大 き な役割を果 し て い る こ と を示 し て い る 。 ま た， 第 2主成
分は地域特性を示 し， 農協， 地方銀行は農村型 の と こ ろ で強 く ， 長信銀や信託銀行等 の そ の 他金融
機関 と 都市銀行は相対的に都市型地域に強いこ と を示 し て い る 。
次に， サ ンプルご と に， 第 1主成分 と 第 2主成分 の主成分 ス コ ア を み る と ， 次 の よ う にな っ た。
第 1主成分 第 2主成分
1. 北 海 道 -0. 9117 5  0. 22692 
2. 東 �t -0.00 237 1. 42256 
3. 関 東 5.8 9207 0. 24112 
4. 東 京 3. 1080 9 - 2. 14383 
5. 甲 信 越 -0.7 4707 0. 663 21 
6. �t 陸 - 1. 16880 -0. 1738 5 
7. 富 山 - 1. 637 12 -0. 6000 1 
8. 石 )11 - 1. 620 66 -0. 61467 
9. 干高 井 - 1.7307 4 -0. 69261 
10. 東 海 0. 468 51 0. 9807 1 
11. 近 畿 1. 98 178 0. 283 15 
12. 大 阪 0. 15 468 -0. 9457 5 
13. 中 国 -0.37 151 0.70 57 4 
14. 四 国 -0. 97 923 0. 1278 4 





- 1. 97 98 2  
- 1.7 28 54 
北陸地域の金融構造 - 23-
-0. 270 95 
-0. 65297 
預貯金 と 同様に， 北陸 3 県 の 貸 出パタ ー ン は ほ ぼ等 し く 3 県 は北陸地域 と し て 同質性を有す る
こ と がわか る 。 各地域を類型化 し て み る 場合， 預貯金 の 場合 の類型化を同 じ く ， 都市銀行を 中心 と
す る 都市型 と 農協を 中心 と す る 農村型に分け る こ と が で き る O
付 預貸率
北陸地域の 金融機関別預貸率を み る と (第 3 - 1 表)， 地方銀行 の 預貸率は 69. 5% と 全 国 的 に み
て も かな り 低い の に対L-， 都市銀行 の 預貸率は8 4. 1%， 中小金融機 関 の 預貸率は7 4. 9%北陸地域の
金融機関合計では55.7% と 全 国 的 に は 中位の レ ベ ル に あ る 。 北陸地域に お い て 預貸率が比較的低い
の は， 石油シ ョ ック以降の企業の 資金需要の 低迷に よ る も の と 思われ る O
以上 の 預貯金， 貸 出 金， 預貸率 の状況を地域別 に ま と め た の が， 第 3 - 6 表 で あ る O こ れ と 前述
の主成分分析の結果を ま と め る と ， 各地域 の 金融機関構造 の 特徴を， 都市銀行主導型 の 都市型， 農
協お よ び地方銀行 のウエ イ ト が大 き い地方農村型， 中小金融機関， 都市銀行， 地方銀行 の ウエ イ ト
が大 き い 地方都市型 の 3 つ のタ イ プ に類型化 で き そ う で あ る 。 この分類に従えば， 北陸地域は東北，
甲信越， 四国 と と も に地方農村型に属す る と いえ よ う 。
(2) 北陸地域 の 金融機関 (地方銀行〕の 収益構造
前項では， 北陸地域 の 金融機 関 の 構造 の 特色を預貯金， 貸 出 金， 預貸率 の 面から考察 した。 そこ
で本項では， 北陸地域 の 金融機関 の 中核をなす地方銀行 の 経営状況をみ て み よ う 。 い う ま で も な く ，
各地域 の 中核をなす金融機関 の 経営状況は コ ス ト 面から各地域 の金利に影響 を与え， 地域的な金利
格差を 生ぜ し め る と 推測 さ れ る からであ る 。
北陸地域 の 金融機関構造 に お け る 大 き な特色は預貯金に お い て も 貸 出 に お い て も 地方銀行のウエ
イ ト が圧倒的 に 高 い こ と で あ っ た。 こ の こ と は， 地方銀行 の 経営態度が北陸地域 に お い て， 貸 出 金
利の地域的水準に影響を与えて い る と み て ほ ぼ さ しっかえない と 思われ る O
北陸地域に本屈を有す る 地方銀行は北陸銀行， 北国 銀行， 福井 銀行， 富山 銀行の 4 行 で あ る が，
こ の 中 で北陸銀行は資金力 に お い て 他 の 3 行を圧倒的に凌駕 し て い る O そこで， こ れらの地方銀行
4 行 の 収益状況 の推移を み て み よ う 。
銀行 の 利益は， 一般に次式に よ り 決 ま る 。
運用 資金量×利ザヤ (運用 収益率 一造用原価率〉 一経費
こ の式に従い， 北陸地域 の地方銀行 4 行 の昭和50 年上期から昭和55年下期 ま で の 収益状況を整理
した の が， 第 3 -7 表 で あ り ， こ れ をグ ラ フ に した の が， 第 3 - 1 図 で あ る O 北陸銀行の運用利ザ
ヤはほ ぼ一貫 し て 他 の 3 行 よ り も0. 4�0. 5 ポ イ ン ト 程度下回 っ て い る が， 昭和54年以降， 次第にそ
の差は縮小 し て い る O
そ こ で次に， 北陸銀行 と 他 の 3 行 の 運用効率 の 違いは， 何に原因 が あ る か。 以下そ の究明 を試み
て み よ う 。
運用 収益率 (=貸 出 ・ コ ー ル 利J息 ・ 証券配当 利息 ・ そ の 他受入利息/貸 出 ・ コ ー ル ・ 証券 ・ 外為
・ 現金 ・ 預け金平均残高〉 は， 運用 の大半をなす貸出平均金利 と ほ ぼ同 じ動 き をす る のは当然で あ
- 24ー 北陸地域の金融構造
第 3 - 6 表 地域別 ・預金貸出 状況 (昭和 56年3月未現在〉









































中 小 (2 8. 9)
中 小 (37. 8)
農 協 (79. 4)
地 銀 (34. 4)
地 銀 (42. 0)
都 銀 (80.2)
都 銀 (35. 4)
都 銀 (43. 6)
都 銀 (85. 3)
地 銀 (30. 0)
地 銀 (39. 5)
中 小 (79. 7)
地 銀 (38. 0)
地 銀 (47. 4)
都 銀 (84. 1)
中 小 (2 4.2)
中 小 (34. 9)
中 小 (73.2)
都 銀 (31. 3)
都 銀 (41.2)
地銀 (83. 5)
地 銀 (2 8. 7)
中 小 (34. 6)
中 小 (77. 3) 
地 銀 (32. 6)
地 銀 (42. 8)
都 銀 (78. 7)
地 銀 (2 7. 8)
地 銀 (36. 4)
都 銀 (87. 6)
地 銀 (51.2) 
地 銀 (59. 7)
中 小 (80. 0)
地 銀( 37.2)
地 銀 (44. 9)
都 銀 (88. 8)
地 銀 (37. 7)





8 8 • 2 〉
地
地 銀 (52. 7)
中 小 (71. 5)
(資料)金融銀行諸統計 1981. 8 社団法人 全国地銀協会
第 2 位
郵 貯 (2 1. 8) 
都 銀 (2 4. 0)
中 小 (77. 0)
中 小 (2 4. 8)
中 小 (32. 5)
中 小 (77. 5)
中 小 (14.2)
そ の他 (2 5. 6)
中 小 (80. 8)
中 小 (2 3. 8)
中 小 (38. 3)
地 銀 (64. 4)
中 小 (2 3. 5)
中 小 (31. 6)
中 小 (74. 9)
郵 貯 (2 1. 9) 
都 銀 (2 4. 9)
i也 銀 (70. 8)
中 小 (2 0. 5)
中 小 (2 6. 1)
都 銀 (82. 1)
郵 貯 (2 4. 8)
地 銀 (31. 8)
都 銀 (74. 6)
中 小 (2 3. 7)
中 小 (35. 6)
中 小 (74. 8)
調l 貯 (2 5.2)
中 小 (35. 0)
中 小 (77. 8)
農 協 (17. 8)
中 小 (17.2)
地 銀 (72. 3)
中 小 (2 4. 5)
中 小 (32. 8)
中 小 (75. 0)
中 小 (2 3. 1)
中 小 (2 9. 1)
中 小 (77. 1)
中 小 (22. 9)
中 小 (34. 4)
都 銀 (67. 9)
(単位 : %) 
第 3 位
都 銀 (2 0. 6)
地 銀 (17.2)
地 銀 (74. 3)
郵 貯 (2 1. 7)
農 協 (14. 8)
地 銀 (72. 0)
郵 貯 (12. 6)
中 小 (16. 6)
地 銀 (76. 3)
郵 貯 (22. 5)
農 協 (1 5. 3)
都 銀 (60.2)
郵 貯 (18. 8)
農 協 ( 9. 3) 
地 銀 (69. 5)
地 銀 (17. 1)
地 銀 (2 3. 8)
都 銀 (67. 5)
垂E 貯 (1 5. 8)
そ の他 (16. 1)
中 小 (79. 4)
中 小 (2 2. 9)
農 協 ( 0. 9) 
地 銀 (68. 9)
郵 貯 (2 0. 7)
農 協 (11. 9)
地 銀 (65.2)
中 小 (2 4. 7)
農 協 (11. 6)
地 銀 (71. 7)
中 小 (13. 3)
農 協( 14. 4)
農 協 (50. 3)
垂哲 貯 (1 6. 8)
農 協 (10. 0)
地 銀 (67. 7)
郵 貯 (18. 7)
農 協 ( 8.2) 
地 銀 (75. 9)
銅日 貯 (2 1. 8)
農 協 ( 9. 9) 
地 銀 (63. 5)
(1) (運用勘定残) 50 上
北陸銀行 1 ， 305 ， 542 
富山銀行 62 ， 779 
北国銀行 565 ， 7 53 
福 井 銀行 50 3 ， 033 
4 fJ・ 2 ， 437 ， 107 
(運用収益〕
北 陸銀行 51 ， 638 
富山銀行 2 ， 746 
北国銀行 23 ， 023 
福 井 銀行 20 ， 032 
4 fJ 97 ，439 
(運用原価〉
北陸銀行 32 ， 672 
富山銀行 1 ， 675 
北国銀行 13， 535 
福 井 銀行 1 1 ， 835 
4 fJ 59 ， 717 
(運用利益〉
北 陸銀行 1 8 ， 966 
富山銀行 1 ， 071 
北国銀行 9 ， 488 
福 井 銀行 8 ， 197 
4 fJ 37 ， 722 
(運行収率〉
北陸銀行 7. 92 
富山銀行 8. 74 
北国銀行 8. 14 
福 井 銀行 7. 96 
4 fJ 8. 00 
(運用原価率〉
北 陸銀行 5. 00 
富山銀行 5. 34 
北国銀行 4. 78 
福 井 銀行 4. 70 
4 fJ・ 4. 90 
(運用利ザヤ〉
北陸銀行 2. 92 
富山銀行 3. 40 
北国銀行 3. 36 
福 井 銀行 3. 26 
4 行 3. 10 
北陸地域の金融構造
第 3 ー 7 表資産運用効率推移
50 下 51 上 51 下
1 ， 434 ， 887 1 ， 498 ， 393 1 ， 591 ， 726 
68 ， 507 74 ， 1 18  77 ， 806 
597 ， 691 620， 677 660 ， 736 
526 ， 564 555 ， 4 12  595， 409 
2 ， 627 ， 649  2 ， 748 ， 600 2 ， 925 ， 677 
52 ， 145 53 ， 753 55 ， 969 
2 ， 863 2 ， 963 3 ， 1 13  
23 ， 390 23 ， 761 24 ， 448 
20 ， 328 20 ， 757 21 ， 461 
98 ， 726 101 ， 234 104 ， 991 
33 ， 791 34 ， 071  34 ， 820 
1 ， 783 1 ， 786 1 ， 843 
14 ， 096 1 3 ， 954 14 ， 087 
1 2 ， 298 1 2 ， 196 12 ， 353 
6 5 ， 968 62 ， 007 63 ， 103 
1 8 ， 354 1 9 ， 682 21 ， 149 
1 ， 080 1 ， 177 1 ， 270 
9 ， 294 9 ， 807 10 ， 361 
8 ， 030 8 ， 561 9 ， 108 
32 ， 758 39 ， 227 41 ， 888 
7. 26 7. 18  7. 04 
8. 36 8. 00 8. 00 
7. 82 7. 66 7. 52 
7. 72 7. 48 7. 20 
7. 52 7. 36 7. 18  
4. 70 4. 54 4. 38 
5. 20 4. 82 4. 74 
4. 72 4. 50 4. 26 
4. 68 4. 40 4. 14 
5. 02 4. 52 4. 32 
2. 56 2. 64 2. 66 
3. 16  3. 18  3. 26 
3. 10  3. 16  3. 26 
3. 04 3. 08 3. 06 
2. 50 2. 84 2. 86 
52 上
1 ， 701 ， 556 
83 ， 906 
693 ，463 
622 ， 064 
3 ， 100 ， 989 
57 ， 548 
3 ， 233 
25 ， 084 
22 ， 090 
107 ， 955 
35 ， 686 
1 ， 889 
14 ， 357 
1 2 ， 569 
64 ， 501 
21 ， 862 
1 ， 344 
10 ， 727 
9 ， 521 



















1 ， 810 ， 1 12  
87 ， 738 
737 ， 698 
644 ， 204 
3 ， 27 9 ， 752 
55 ， 657 
3 ， 165  
24 ， 885 
21 ， 147 
104 ， 854 
34 ， 1 51 
1 ， 790 
1 3 ， 720 
1 1  ， 606 
61 ， 267 
21 ， 506 
1 ， 375 
1 1 ， 165  
9 ， 541  



















北 陸銀行 1 ， 925 ， 81 5  
富山銀行 94 ， 528 
北国銀行 786 ， 378 
福 井 銀行 687 ， 681 
4 行 3，494 ， 402 
(運用収益〉
北 陸銀行 55， 139 
富山銀行 3 ， 105 
北国銀行 24 ， 757 
福 井 銀行 21 ， 1 57 
4 行 104 ， 158 
(運用原価〉
北 陸銀行 31 ， 676 
富山銀行 1 ， 664 
北国銀行 12， 692 
福 井 銀行 10， 810 
4 行 56 ， 842 
(運用利益〕
北 陸銀行 23， 463 
富山銀行 1 ， 441 
北国銀行 1 2 ， 065 
福 井 銀行 1 0 ， 347 
4 行 47 ， 316 
(運用収益率〉
北 陸銀行 5. 72 
富山銀行 6. 56 
北国銀行 6. 30 
福 井 銀行 6. 16  
4 行 5. 96 
(運用原価率〕
北 陸銀行 3. 28 
富山銀行 3. 52 
北国銀行 3. 22 
福 井 銀行 3. 14 
4 行 3. 26 
(運用利ザヤ〕
北 陸銀行 2. 44 
富山銀行 3. 04 
北国銀行 3. 08 
福 井 銀行 3. 02 
4 行 2. 70 
53 下
2 ， 018 ， 567 
101 ， 438 
837 ， 88 8  
728 ， 785 
3 ，6 86 ， 678 
55 ， 726 
3 ， 091 
24 ， 630 
20， 968 
104 ， 415  
30 ， 948 
1 ， 606 
1 2 ， 429 
1 0 ， 38 5  
55 ， 368 
24 ， 778 
1 ， 485 
12 ， 201 
1 0 ， 583 
49 ， 047 
5. 52 















54 上 54 下
2 ， 184 ， 792 2 ， 26 9 ， 010 
108， 596 1 1 2 ， 685 
904 ， 404 945 ， 490 
792 ， 845  821 ， 216  
3 ， 987 ， 637 4 ， 148 ， 401 
60 ， 286 71 ， 326 
3 ， 173 3 ， 661 
26 ， 161 30， 089 
22 ， 803 26 ， 371 
1 1 2 ， 423 131 ， 447 
34 ， 272 4 3 ， 471 
1 ， 703 2 ， 073 
1 3 ， 476 1 6 ， 619 
1 1 ， 730 14 ， 492 
61 ， 181  7 6 ， 655 
26 ， 014 27 ， 855 
1 ， 470 1 ， 588 
12 ， 686 1 3 ， 470 
1 1  ， 073 1 1  ， 879 
51 ， 242 54 ， 792 
5. 52 6. 28 
5. 84 6. 50 
5. 80 6. 36 
5. 76 6. 42 
5. 64 6. 34 
3. 14 3. 80 
3. 14 3. 68 
3. 00 3. 50 
2. 96 3. 52 
3. 06 3. 70 
2. 38 2. 48 
2. 70 2. 82 
2. 80 2. 86 
2. 80 2. 90 
2. 58 2. 64 
55 上
2 ， 281 ， 737 
1 17 ， 541 
966 ， 386 
846 ， 388 
4 ， 212 ， 052 
86 ， 200 
4 ， 392 
36 ， 818 
31 ， 402 
158 ， 812 
54 ， 339 
2 ， 710 
21 ， 822 
1 9 ， 060 
97 ， 931 
31 ， 861 
1 ， 682 
14 ， 996 
12 ， 342 


















2 ， 4 1 2 ， 664 
1 24 ， 065 
1 ， 029 ， 4 1  
4 ， 436 ， 145  
88 ， 021 
4 ， 628 
37 ， 703 
31 ， 792 
162 ， 144 
62 ， 246 
3 ， 175 
25 ， 188 
21 ， 463 
1 12 ， 072 
25 ， 775 
1 ， 453 
12 ， 51 5  
10 ， 329 
50， 072 
7. 30 




5. 1 6  










北陸地域の 地方銀行 の 収益構造
(2)北国銀行
































50 51 52 53 54 55 上下上下上下上下上下上下
り ， 公定歩合等 の 金融政策などの 外的条件に大 き く 左右 さ れ る O た だ ， 地方銀行 4 行聞 に お い て ，
若干の 差が あ る の は， 中小企業向け， 大企業 向 け の 比重 の 相違 と い っ た貸 出構成上 の 違 い から生 じ，
õo 51 52 53 5瓦---ss上下上下上下上下上下上下
一般に 中小企業 向 け の 比重 の 高 い 銀行 の 方 が 高 く な る と 考えられ る 。 従 っ て ， 大企業向け融資比率
の 高 い北陸銀行 の運用収益率 は 他 の 3 行に比べ0. 5 ポイ ン ト 程度下回 っ て い る O また， 貸 出 構成か
ら， 金利高騰期には北陸銀行 の貸出金利 の ほ う が金融情勢に よ り 反応 し やすい体質を も っ て い る と
こ の た め昭和54年から55年に?け て の 金利高騰期には， 運用 収益率 の 格差は ほ と んど 無
(富山 銀
く な っ て い る O
次に， 運用原価率 (=預金利息、 ・ 外部負債利息 ・ そ の他支払利息/運用 資金量平均残高) を み る
と ， 各行ばらつ き が あ る が概 し て ， 北陸銀行の 方が北国， 福井 両 行 を若干上回 っ て い る 。
行は し ば し ば 北陸銀行 の運用原価率を上回 っ て い る 。〕この違い は 外部負債ー依存度 の 相違に基 因 し
て い る O 第 3 -8 表は運用原価に 占 め る 外部負債支払利息 の 割合 を示 し て い る 。 外部負債支払利息
額は北陸銀行が圧倒的に多 く ， 北陸銀行 の 外部負債依存度が 高 いこ と を示 し て い る O この こ と は 必
然的に運用原価に 占 め る 外部負債支払利息の 割合を大 き く し， 運用原価率を押 し上げ る 結果 と な っ
考えられ，
て い る O
最後に， 北陸地域 の地方銀行 4 行 の 経費率を み る と ， 北陸銀行の経費率は他 の 3 行 の 経費率を か
な り 下 回 っ て い る O これは主 と し て 運用資金量の 大 き さ ， つま り ス ケ ー ルメリッ ト の 相異が原因 で
あ る が， 他 の 3 行に つ い て は機械化 の遅れなどにと も な う 効率 の 悪 さ に も そ の原因 が あ ろ う 。
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(1) 運用原価に 占め る 外部負債 の割合
外部負債支払 利息 I 50 
北 陸 銀 行 1 ， 377 
富 山 銀 行 5 
北 国 銀 行 63 
際 井 銀 行 196 
















4 . 21 
富 山 銀 行 0 . 30 
北 国 銀 行 0 . 47 
福 井 銀 行 1 . 66 
4 fj 2 . 75 
(2) 運用原価に 占め る 外部負債 の割合
外部負債支払 利息 I 53 
北 陸 銀 行 1 ， 244 
富 山 銀 行 8 
北 国 銀 行 202 
福 井 銀 行 78 
















3 . 93 
富 山 銀 行 0 . 48 
北 国 銀 行 1 . 59 
福 井 銀 行 0 . 72 
4 fj 2 . 70 
北陸地域の金融構造
第 3 - 8 表
下 I 51 




1 ， 648 1 ， 559 
4 . 34 4 . 05 
0 . 34 0 . 34 
0 . 62 0 . 63 
0 . 73 0 . 69 
2 . 50 2 . 51 
1 . 769 2 ， 224 
7 7 
342 1 1 9  
109 104 
2 ， 227 2 ， 454 
5 . 72 6 . 49  
0 . 44 0 . 4 1  
2 . 75 0 . 88 
1 . 05 0 . 89 
4 . 02 4 . 01 
(注) 外部負債 ・ 支払利息 = コ ー ルマ ネ ー利息 + 借用金利息
51 下 52 上 52 下
1 ， 436 1 ， 471 1 ， 455 
7 7 8 
97 80 289 
185 61 229 
1 ， 725 1 ， 61 9  1 ， 981 
4 . 12 4 . 12 4 . 26 
0 . 38 0 . 37 0 . 4 5  
0 . 69 0 . 56 2 . 1 1  
1 . 50 0 . 4 9  1 . 97 
2 . 73 2 . 62 3 . 23 
54 下 55 上 55 下
4 ， 292 3 ， 955 4 ， 044 
8 1 6  6 
406 327 512 
106 109 205 
4 ， 812 4 ， 407 4 ， 767 
9 . 87 7 . 28 6 . 50 
0 . 39 0 . 59 0 . 1 9  
2 . 44 1 . 50 2 . 03 
0 . 73 0 . 57 0 . 96 
6 . 28 4 . 50 4 . 25 
以上から， 北陸地域 の地方銀行 の 4 行収益構造 の 相違が 明らか に な っ た。 北陸銀行 の 資金量に お
い て も ， ま た収益構造にお い て も 他 の 3 行 と か な り 異 っ た特色が みられ る 。
4 .  短期貸 出金利の動向 と その決定要因
銀行の 貸 出金利に つ い て は， 返済期限が 1 年以上 の 貸 出 ならびに， 1 件百万 円以下 の 貸 出 を 除い
て ， 臨時金利調整法に よ り そ の最高 の最高限度は， 昭和33年 6 月 以降全国銀行協会連合会の 申 合せ
に よ り ， 公定歩合 の 変更 の 都度全国銀行協会連合会の自主規制 と い う 形で， 連動 し て 動か さ れ て き
た。 更に， 昭和34年 3 月 に 「標準金利制」が導入 さ れ， 同 じ く 全国銀行協会連合会の 申 合せ に よ り
公定歩合変更 の 都度同幅 だ け動か し て き た。 標準金利 と は信用 度 の 特に高い手形 の 割 引 お よ び貸付
に適用 さ れ る 貸 出金利であ る から， 預金担保に よ る 手形貸付に適用 さ れ る 金利を例外 と すれば， こ
(注 6 )
の 標準金利が 貸 出 金 利 の 事実上 の 下限 と な っ て い た。
〈注 6 ) 預金担保の手形貸付は， 担保 と な る 預金 の 金利を基準に貸付金利が決められ る た め， 結果
北陸地域 の金融 構造
的に標準金利 よ り も 低い金利が適用 さ れ る こ と が多L、。
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しか し こ の 全 国 銀行協会の 中 合せは独 占 禁止法に抵触す る の で は な L、か と の 疑問が も た れ る よ
う に な っ たこ と も あり， 昭和50 年 4 月 以降はこの 中合せ が廃止 さ れ， 現在は各行が自主的に そ の 最
高限度 と 標準金利 を決定す る こ と に な っ て い る 。 つ ま り， 公定歩合 の 変更に際 し日銀総裁が各金融
機関に追随を要請 し これを受け て各行が自主的に公定歩合に連動 し て 貸 出 金利 を 変更す る 形を と
っ て い る O た だ， 実際 に は い わ ゆ る リ ー デ ング ・ バ ンク方式が と られ， 公定歩合変更に 際 し一部 の
銀行が先行 し て 貸 出金利を変更 し， これに 他 の 銀行を追随 し て おり， 実態的には以前 と 大差 は な し、。
銀行はこ の よ う に決 ま っ て く る 貸 出 金利 の 上限 ・ 下 限 の 範囲内に お い て ， 貸 出 先 の信用度等に応
じ て 適用 金利を決定 し て い る O
第 4 - 1 図 は わが 国 の主要な 短期金利 の推移を示 し た も の で あ る O 全 国 銀行 の 貸 出約定平均金利
(短期〕は コ ー ル ・ レ ー ト 等 の 短期金融市場金利に比べて 硬直的 な 動 き を示 し て い る O これは， 前
述の 如 く 貸 出 金利が公定歩合 を 中心 と す る 規制金利 の 変動に大き く 左右 さ れ る こと， ま た貸 出取引
は コ ー ル， 等 の 市場取ヲ ! と 異なり， 顧客 と の 相対取引 で あ る と L、 う 性格に も と づ く も の と 考えられ
る O
第 4 - 1 図 主要短期 金 利 の推移
コ ール ・ レ ー ト ( 月 越物)
貸 出約定平均金利 ( 全銀 ・ 短期)
~( 一 一
，、
1" 内、、 " 、
，� ... 、， ・回 -... � ，  ..... 、 ， 司 、 、
、_ _ J 、
一 一 - 一 - ー ­
. - . ← f 司.圃司 ・ ・・・- - 幽___...
預金金利 ( 1 年定期)
'-40年一j \_ 4!_/ \_ 42 _/  、- 43 _/ \_ 44_/ '- 45 _/  \_ 46_/ \_47_) 
(出所) 日 本銀行調査月 報。
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手形売買 レ ー ト ( 2 山越)
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と こ ろ で， 短期貸 出 金利 の 水準に つ い て は， ①短期金融市場 に お け る 資金 の 需給状況， ②公定歩
合 の 動 向 に示 さ れ る 政策 当 局 の 判断， @金融機 関 の 貸 出行動の 3 つ の 要 因 が大 き な 影響 を 与 え る と
考 え ら れ る 。 特に， 都市銀行， 地方銀行 と い っ た金融機 関 の 業態 聞 の 違い に よ る 短期貸 出 金 利 の 差
異は， こ れ ら 金融機関 の 貸 出 行動 あ る い は 収益構造 の 違 い に よ る も の で あ る 。 一般に， 外 部 負 債
( コ ー ル ・ マ ネ ー お よ び借用 金〉 依存度が高 く ， ま た融資先構造に お い て 大企業 向け貸 出 の 比重 の
高 い都市銀行は地方銀行に比べ金融情勢に対 し よ り 敏感に反応 しやすい 体質 を も っ て い る た め， 特
に金融逼迫期には貸 出金利が地方銀行の それを上 回 る と し 寸 状況が生ず る 。 こ の こ と は貸 出 金利 の
公定歩合 へ の 追随率が都市銀行 の 方が大 き い と い う 事実を符合す る 。
と こ ろ で， 貸 出 金利に地域格差が存圧す る こ と は， 地域別貸 出 約定平均金利 の 推移か ら 明 ら か で
あ る o (第 4 - 1 表〉 一般に， 東京， 大仮， 名 古屋 と い っ た大都市を有す る 地域では金利が 低 く ，
北海道， 東北， 九州 と い っ た地方の金利は高L 、。 北陸を は じ め そ の 他 の 地域は そ の 中 聞 に 位置 し て
い る O こ の よ う な 地域格差は金融 の 繁閑 に よ っ て 拡大縮少す る 。 金利の 下落局面では地域格差は拡
大 し 上昇局面では縮少す る 傾 向 が み ら れ る 。 こ れ は大都市 を有す る 地域 の 金利は公定歩合 と の 連
動性が高 く ， よ り 弾力 的 で あ る こ と に よ る 。 特に， 公定歩合 の 引上げに よ る 金利 の 上昇局面に お い
て ， 大都市地域 の 金 利 の上昇率が高い こ と に よ る O
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第 4 ー 1 表 地方銀行 地域別貸出約定平均 金 利 (単位 : %) 
|業管① |関 東② 1 7t1ð産① | 東 齢 |近畿③ |中国① | 四国⑦ | 完 結③
51 1 8 . 604 8 . 401 8 . 471 8 . 504 8 . 551 8 . 609 8 . 532 8 . 679 
2 8 . 552 8 . 353 8 . 418  8 . 449  8 . 489 8 . 555 8 . 484 8 . 626 
3 8 . 486 8 . 301 8 . 374 8 . 376 8 . 417 8 . 495 8 . 427 8 . 577 
4 8 . 474 8 . 283 8 . 349 8 . 346 8 . 376 8 . 455 8 . 399 8 . 557 
5 8 . 454 8 . 261 8 . 333 8 . 323 8 . 351 8 . 425 8 . 376 8 . 545  
6 8 . 429 8 . 237 8 . 312 8 . 290 8 . 321 8 . 394 8 . 348 8 . 519  
7 8 . 404 8 . 221 8 . 295 8 . 269 8 . 295 8 . 371  8 . 326 8 . 498 
8 8 . 385 8 . 210 8 . 278 8 . 254 8 . 274 8 . 355 8 . 307 8 . 481 
9 8 . 380 8 . 197 8 . 264 8 . 232 8 . 255 8 . 343 8 . 294 8 .460 
10 8 . 405 8 . 193 8 . 255 8 . 224 8 . 245  8 . 336 8 . 285 8 . 447 
11 8 . 395 8 . 173 8 . 243 8 . 207 8 . 229 8 . 321 8 . 268 8 . 438 
12 8 . 380 8 . 157 8 . 228 8 . 186 8 . 209 8 . 302 8 . 253 8 . 412  
52  1 8 . 373 8 . 149 8 . 224 8 . 180 8 . 204 8 . 292 8 . 24 1  8 . 4 15  
2 8 . 364 8 . 144 8 . 216  8 . 169  8 . 192  8 . 286 8 . 236 8 . 403 
3 8 . 340 8 . 102 8 . 193 8 . 1 28 8 . 164 8 . 265 8 . 214 8 . 376 
4 8 . 314 8 . 026 8 . 144 8 . 071 8 . 11 7  8 . 214 8 . 149  8 . 337 
5 8 . 206 7 . 831 8 . 006 7 . 911  7 . 94 7  8 . 090 8 . 000 8 . 232 
6 8 . 057 7 . 603 7 . 822 7 . 71 3  7 . 737 7 . 901 7 . 799 8 . 061 
7 7 . 951 7 . 464 7 . 718 7 . 579 7 . 607 7 . 742  7 . 677 7 . 952 
8 7 . 831 7 . 354 7 . 602 7 . 449  7 . 464 7 . 603 7 . 552 7 . 840 
9 7 . 728 7 . 21 5  7 . 472 7 . 281 7 . 31 2  7 . 465 7 . 407 7 . 710 
10  7 . 596 7 . 070 7 . 321 7 . 143 7 . 184 7 . 329 7 . 314 7 . 594 
1 1  7 . 483 6 . 920 7 . 184 7 . 007 7 . 062 7 . 202 7 . 1 92 7 . 483 
12 7 . 364 6 . 825 7 . 075  6 . 896 6 . 951 7 . 082 7 . 086 7 . 361 
53 1 7 . 317 6 . 786 7 . 034 6 . 850 6 . 910 7 . 021 7 . 041 7 . 31 2  
2 7 . 270 6 . 752 6 . 998 6 . 805 6 . 867 6 . 976  6 . 990 7 . 262 
3 7 . 178 6 . 664 6 . 932 6 . 707 6 . 787 6 . 887 6 . 911  7 . 176 
4 7 . 097 6 . 557 6 . 840 6 . 613  6 . 683 6 . 806 6 . 81 3  7 . 092 
5 6 . 949  6 . 381 6 . 688 6 . 4 54 6 . 529 6 . 000 6 . 644 6 . 979  
6 6 . 828 6 . 268 6 . 560 6 . 321 6 . 404 6 . 534 6 . 505 6 . 850 
7 6 . 745  6 . 205 6 . 486 6 . 246 6 . 317 6 . 442 6 .418  6 . 762 
8 6 . 683 6 . 1 55 6 .423 6 . 193 6 . 252 6 . 375  6 . 349 6 . 703 
9 6 . 609 6 . 094 6 . 343 6 . 121 6 . 174 6 . 298 6 . 291 6 . 620 
10  6 . 573 6 . 061 6 . 307 6 . 094 6 . 146  6 . 256 6 . 253 6 . 590 
11 6 . 513  6 . 004 6 . 254 6 . 043 6 . 096 6 . 192  6 . 198  6 . 531 
12 6 . 432 5 . 934 6 . 180 5 . 972 6 . 018 6 . 114 6 . 133 6 . 436 
54 1 6 . 394 5 . 917  6 . 163  5 . 955 5 . 992 6 . 084 6 . 097 6 . 412  
2 6 . 349  5 . 888 6 . 1 31 5 . 929 5 . 962 6 . 051 6 . 061 6 . 364 
3 6 . 285 5 . 852 6 . 081 5 . 870 5 . 917 5 . 994 6 . 023 6 . 316  
4 6 . 289 5 . 867 6 . 084 5 . 869 5 . 920 6 . 000 6 . 029 6 . 31 5  
5 6 . 348 5 . 978 6 . 141  5 . 945  6 . 01 5  6 . 056 6 . 080 6 . 386 
6 6 . 393 6 . 065 6 . 1 85 6 . 004 6 . 074 6 . 109 6 . 129 6 . 419  
7 6 . 459 6 . 1 59 6 . 265 6 . 087 6 . 1 58 6 . 178 6 . 221 6 .481 
8 6 . 587 6 . 347 6 . 429 6 . 251 6 . 336 6 . 352 6 . 376 6 . 622 
9 6 . 714 6 . 51 8  6 . 574 6 . 400 6 .491  6 . 493 6 . 51 9  6 . 748 
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10 6 . 855 6 . 661 6 . 739 6 . 572 6 . 648 6 . 683 6 . 656 6 . 876 
11 6 . 983 6 . 823 6 . 882 6 . 747 6 . 812  6 . 830 6 . 814 6 . 993 
1 2  7 . 1 33 7 . 014 7 . 048 6 . 939 6 . 994 7 . 005 6 . 989 7 . 1 38 
55 1 7 . 244 7 . 143 7 . 1 58 7 . 079 7 . 123 7 . 1 1 1  7 . 130 7 . 245  
2 7 . 351 7 . 285 7 . 265 7 . 210  7 . 253 7 . 236 7 . 250 7 . 342 
3 7 . 606 7 . 71 5  7 . 567 7 . 577 7 . 586 7 . 563 7 . 582 7 . 621 
4 7 . 990 8 . 196  7 . 986 8 . 050 8 . 013  7 . 976 8 . 025 8 . 014 
5 8 . 337 8 . 623 8 . 374 8 . 469 8 . 408 8 . 398 8 . 430 8 . 380 
6 8 . 601 8 . 862 8 . 651 7 . 711  8 . 657 8 . 682 8 . 713  8 . 648 
7 8 . 744 8 . 955 8 . 784 8 . 804 8 . 775 8 . 801 8 . 849 8 . 765 
8 8 . 780 8 . 930 8 . 791 8 . 7 99 8 . 790 8 . 822 8 . 876 8 . 784 
9 8 . 71 8  8 . 785 8 . 673 8 . 676 8 . 697 8 . 746  8 . 796 8 . 708 
10 8 . 666 8 . 698 8 . 598 8 . 599 8 . 631 8 . 673 8 . 738 8 . 659 
11 8 . 585 8 . 543 8 . 481 8 . 460 8 . 515  8 . 575  8 . 637 8 . 580 
こ の よ う な 金 利 の 地域格差が変動 の 差異が生ず る の は， 基本的 に は そ の 地域 の 資金需給状況に よ
る が， 更に分れば， 第 uこ各地域 の 経済活動水準や産業構造 と い っ た経済実体面 の 相違 と ， 第 2 に
地域的な 資金 フ ロ ー ， 金融機関 の 構成， 預貯金 ・ 貸 出 の 規模等 の 金融面 の 相違に よ る と い え よ う 。
北陸地域は都市型地域 と 農村型地域 の ほ ぼ 中 聞に属す る 関係上， 貸 出 金利につ い て も ， 全 国 レ ベ
ル に ほ ぼ等 し い 動 き を示 し て い る 。 第 4 - 2 図は北陸地域に お け る 地方銀行 の 貸 出 約定平均金利を
全 国 の そ れ と 比較 した も の で あ る O 北陸地域 の地方銀行 の 貸 出 約定平均金利は全 国平均 レ ベ ル を 若
干下回 る 形で推移 し て い る が， 54年 6 月 と 55年 4 月 は全 国 レ ベ ル を O . 9 � 1 ポ イ ン ト 程度， そ の 月
だ け急上昇 し て い る こ と が 目 に つ く 。 こ れは北陸地域 の地方銀行の貸 出金利の プ ラ イ ス ・ リ ー ダ ー
で あ り ， 北陸地域 の 貸 出 シ ェ ア が極 め て 大 き い 北陸銀行 の 資 金 ポ ジ シ ョ ン の 悪化に起因す る も の と
み ら れ る 。 第 4 - 3 図 は北陸地域 の地方銀行 4 行 の 資金 ポ ジ シ ョ ン の 推移 を示 し た も の で あ る O 北
陸銀行を除 く 3 行 の 資金 ポ ジ シ ョ ン は ほ ぼすべて の 期間にわた っ て 正 で あ り ， 典型的な 地方銀行の
動 き を示 し て い る の に対 し， 北陸銀行の資上ポ ジ シ ョ ン は大 き く 変動 し 金融が極度に逼迫 した時
期に は 負 と な っ て い る O こ れは北陸銀行の 外部負債依存度が 他 の 3 行に比べ， 極 し く 高 い こ と に よ
る O こ の た め資金 ポ ジ シ ョ ン は コ ー ル ・ レ ー ト 等 の 短 第 4 - 3 北陸地域 地方銀行 の資金ポ ジ シ ョ ン
期金融市場金利 と 密接に 関連 し て く る こ と に な り 北陸
銀行の 資金 ポ ジ シ ョ ン と 動 き と 貸 出 約定平均金利 の 動
き は大雑把にい っ て 逆 の 相闘を 有す る こ と に な る O
と こ ろ で， 貸 出 約定平均金利は公定歩合 と 連動性を
持つ 「標準金利J， い わ ゆ る 短期 プ ラ イ ム ・ レ ー ト に
大 き く 依存 し て い る。 次節 の 第 3 - 5 表で示す よ う に，
北陸地域では， 貸 出 約定平均金利 の 変動幅が短期 プ ラ
イ ム ・ レ ー ト の 変動幅に完全に 追随す る ま でに は， 4 
� 5 ヶ 月 間程度かか る O た だ ， こ の 追随率は必ず し も
安定 し て い る わ け で は な く ， そ の 時 々 の資金需給状況
に左右 さ れ る 。 最近 の よ う な 企業 の 資金需要が 弱 い 状
100，000 
単位 : 百万
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況 の 下で は 追随率 は低 く ， 完全に追随す る ま でには更に長い期間を要す る よ う に な っ て き て い る O
従 っ て ， 北陸地域 の 貸 出 約定平均金利の 水準を基本的に規定 し て い る の は， 短期 プ ラ イ ム ・ レ ー ト
の水準では あ る が， 貸 出 約定平均金利 の 予測 を 行 う 場合， 短期 プ ラ イ ム ・ レ ー ト へ の 迫髄率を決定
し て い る 要因 に 注 目 すべ き であ ろ う 。 そ の 要因 と し て は 次 の よ う な も の が あ げ ら れ よ う 。
第 1 に北陸地域 の経済活動水準を示す， 鉱工業生産， 売上高， 県民所得 お よ び地域産業に 占 め る
第 2 次産業 の 割合等の 実物的要 因 が あ げ ら れ よ う 。
製造業を中心 と す る 第 2 次産業 の 比重が高 く ， 従 っ て ， 鉱工業生産， 売上高， 県民所得 の 大 き な
地域では， 資金需要 も 強 く 金利に敏感に反応す る た め， 貸 出 金利 も 金融市場 の 動 向 に大 き く 左右 さ
れ る こ と に な る 。
第 2 に， 資金の 供給側 の 要 因 と し て ， 貯蓄残高， 財政資金の動 き ， 金融機関構造， 金融機 関 の 資
金 ポ ジ シ ョ ン等が あ げ ら れ る 。
こ れ ら の要因が複雑に絡み合 っ て 短期 プ ラ イ ム ・ レ ー ト へ の 追随率ひ い て は短期貸 出金利を決定
し て い る わけ で あ る。
